
 

 

小笠原見聞記（1） 

2019 年７月１５日 池内淑皓 

 2019 年 7 月 2 日（火）日本列島は梅雨空であるが、南へ 1,000ｋｍ離れた小笠原は 

真夏だ！との事で、竹芝桟橋 から「おがさわら丸」に乗って 24 時間、小笠原諸島の 

父島に向かった。人口は 3,049 人（2017 年）となっており、小さな島だ。 

２０１１年ユネスコ世界自然遺産に登録された、唯一他の大陸と繋がっていない島。 

           

東京から 1,000ｋｍ、北緯 27°4′ 東経 142°13′ 温帯に属するが、 
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亜熱帯気候である。（沖縄は北緯 26°12′ 東経 127°40′）   

           

「父島全体図」 面積 106ｋ㎡、典型的な富士火山帯の中にある火山島。 

平地が少なく、唯一大村地区が島の中心地となっている 



 

 

    

『父島の中心地・大村地区』二見港は天然の良港であり、太平洋の荒波を受けない。 

大村地区は島嶼（硫黄島を含む）の中心地であり、行政の拠点となっている 

 

                 

2019 年 7 月 2 日（火）竹芝桟橋を出帆、今回の船旅は 600 人程との事 

2016 年 7 月就航した三代目「おがさわら丸」は快適な船だ、定員 894 名 

        （総ﾄﾝ数 11,035ｔ、全長 20ｍ、航海速度 23.8 ノット（時速約 40ｋｍ） 



 

 

 

           

          船はアクアラインの換気孔前を通過、雨模様のため周囲の風景が見えない 

 

  

浦賀水道に入ると、米国の原子力潜水艦「オクラホマシティー」に出会う 

         （2019 年 7 月 11 日朝日新聞朝刊に記事が記載） 
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          明けて 7 月 3 日、青い海を見ながら、朝食。船旅の良さはここにある 

 

           

父島が見えてきた、海はとてつもなく青い 

 



 

 

           

二見港に接岸 

 

           

民宿のお兄ちゃんが迎えに来てくれた 

 



 

 

           

宿に荷物を置いて、町の中心地を探検する。ここは東京都であり、道は都道  

 

           

さすがに南国、熱帯の花が咲く 

 



 

 

           

花は「ホウオウ木」と言い、マダガスカル原産、花が鳳凰に似ていることから 

この名がついたと言う。 

 

           

山の中腹から見た町の中心地、大村地区全景 

 



 

 

           

父島名物「島寿司」を食べる、手前赤い三貫は”海亀のお肉” 味は淡白で、 

         馬刺しの感じかな 

 

           

大村地区の海岸は海亀の産卵地、7 月は多くの海亀が夜半に上陸して卵を産む 

 



 

 

           

午前４時４０分産卵を終えた海亀が海に戻る。  

 

           

          精魂つきた「アオウミガメ」がやっとの思いで海に帰る 
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 柵と木の根に行く手を阻まれて苦闘するアオウミガメ。朝６時過ぎて海に帰れな 

い亀は、自然保護観察員によって海まで抱えて戻してくれる。 

産み落とされた卵は、係員が掘り出して人工ふ化させている。 

 

           

海亀の足跡  

 



 

 

   ＊＊＊＊＊＊私も海に飛び出して思い切り泳ごう＊＊＊＊＊ 

 

           

「宮ノ浜」大村地区から歩いて２０分。シュノーケリングの絶好ポイント。 

       入り江となった海際にサンゴ礁が広がり、熱帯魚が目の前に集まって来る 

 

           

 中山峠から見た手前小港海岸。人が居ないので、一人で泳ぐと怖い 

 



 

 

           

         「扇浦海岸」   

 

           

「コペペ海岸」ここでもシュノーケルを付けて泳いだが快適な海底だ 
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『境浦海岸』ここには太平洋戦争で米軍の魚雷により座礁した「濱江丸」がある。 

岸から 50ｍ程だから、泳いで船まで見学に行った。今は魚の棲家になっていた 

                              この項完 

           小笠原見聞記（2）に続く 

 

 

 

 

 


